
【講座の概要】　

弥生時代のデザイン・モチーフ

　水稲耕作が朝鮮半島から伝播し、主導者の指揮のもと集団で米づくり中心の生活を営む

ようになるのが弥生時代です。弥生時代において主導者は呪術的な祭祀を重んじたようで

あり、　遺跡からは銅鐸などの青銅製祭祀具のほか、特別な文様を施した土器や祭祀専用

品などが出土することが多くなります。

　考古学遺物におけるデザインとして考えられるのは、機能美や独創性などの「モノその

ものの美しさ」が挙げられます。モチーフとしては素材の転換やかたちの強調、ミニチュ

ア化といった「価値や意味の強調、形状化」が考えられます。また、施文や彩色により呪

術的な色合いなどの価値や意味を付加された遺物も存在します。

１．美しさ［図１］

　モノそのものの美しさ、すなわちモノのデザインです。弥生時代に入ると道具は用途に

よりつくり分けられ、その機能性を追求されました。これにより、装飾によって華美に加

飾されたものではない、モノそのもののフォルムから美しさを感じられる土器や木器がつ

くられようになりました。

２．かたどる［図２］

　弥生時代の遺物には、素材を換えてモノを同じかたちに写したものが存在します。これ

がモチーフにあたります。最も多いのは青銅または鉄製品の武器を木や石、骨製品につく

りかえたものです。この場合、本来の武器としての機能をうしなうことから、祭祀具とし

て用いられたと考えられます。また、本来の遺物よりも巨大化したものや、逆に矮小した

ものもあり、これらも祭祀のための専用品であるされています。これらの「モチーフ」は

モノ本来の機能ではなく、ものに付加された価値・意味を強調、形状化したものと考えっ

ることができます。

３．価値・意味の付加［図３～６］

　施文や彩色により特定の意味を付加された遺物があります。特に鋸歯文・綾杉文・流水

文・袈裟襷文は銅鐸や祭祀用の土器に、バチ形文・旋帯文・Ｓ字状文などと呼ばれる文様

は祭祀用の器台や壺に用いられる特別な文様です。また、人物や生き物、場面が描かれた

土器や木製品もあります。これらの文様や絵画は、モノのもつ価値や意味を高めたり、使

用状況を限定したりして特殊性を強調していると考えられます。鋸歯文・綾杉文や旋帯文

古墳時代にも引き続き呪術的な意味合いで用いられます。
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図１　機能美・独創性

左から：刀形木製品・銅剣形木製品・銅戈形木製品・ミニチュア土器／南方（済生会 ) 遺跡

図３　文様・彩色

左：彩色／百間川原尾島遺跡

右：直線文・貝殻による文様

　／百間川沢田遺跡

左：波状文・直線文／上東遺跡、右：彩色／南方（済生会 ) 遺跡

図２　かたどる・かたちの強調・ミニチュア化

左から：ジョッキ形土製品・把手付き水差し・壺形土器・用途不明土器／南方（済生会 ) 遺跡



図４　場面を描く（祭祀・狩り・生活・航海）

絵画土器／左：清水風遺跡、中央：唐古・鍵遺跡

  右上：新庄尾上遺跡、右下：津島江道遺跡 銅鐸／桜ヶ丘遺跡

船団の絵が描かれた木製品／青谷上寺地遺跡、袴狭遺跡

左：流水文、中央：渦巻文、中央・右：袈裟襷文／桜ヶ丘遺跡

左：サメ、羊が描かれた木製品／青谷上寺地遺跡

中央：人面文土器／上東遺跡

右：分銅形土製品／南方 ( 済生会 ) 遺跡

左から：天瀬遺跡、池上遺跡、

八尾南遺跡、足守川加茂Ａ

遺跡

土器に描かれた龍

図５　生き物を描く、人物表現

左：弧帯文／上東遺跡、右：鋸歯文／甫崎天神山遺跡

図６　特別な文様
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